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（４） 各比較項目における検討結果 

ア 公共交通機関利用者の利便性向上（路面電車） 

     路面電車とＪＲとの乗換えについて各案の比較を行う（距離は１０ｍ単位で記載）。 

    (ア) 現広場 

       乗り換えは、自由通路から駅周辺にバス停が分散し不便な状況である。 

    (イ) 現広場内の路面電車高架案 

乗り換えは、自由通路（２階レベル）から１階へ降り、路面電車電停（３階レベ

ル）まで移動することから、移動距離が長く、上下移動も大きい。 

    (ウ) 駅ビル敷地を活用した路面電車高架案 

乗り換えは、自由通路（２階レベル）から同じレベルで路面電車電停（２階レベ

ル）へ移動できることから、移動距離が短く、上下移動がない。 

(エ) 現広場内地下案 

ＪＲから路面電車への乗り換えは、自由通路（２階レベル）から路面電車電停（地

下２階レベル）まで移動することから、移動距離が長く、３案の中で最も上下移動が

大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

ＪＲ 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（３階） 

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ（２階） 

  （５ 技術的に実現可能な候補案の比較評価）     

○ 各案の比較検討結果 

ア 現広場内において路面電車を高架とする場合の広場再整備案 

乗り換えは、自由通路（２階レベル）を通り、路面電車電停（３階レベル）まで移動することから、移動距離が長く、２階層の上下移動がある。 

 イ 駅ビル敷地を活用して路面電車を高架とする場合の広場再整備案 

乗り換えは、自由通路（２階レベル）を通り、同じレベルで路面電車電停（２階レベル）へ移動できることから、移動距離が短く、１階層の上下移動のみである。 

ウ 現広場内において路面電車を地下とする場合の広場再整備案 

ＪＲから路面電車への乗り換えは、地下改札を利用し、地下通路で路面電車電停（地下２階レベル）まで移動することから、移動距離が長く、２階層の上下移動がある。 

 

（２） 各比較項目における検討結果 

[比較項目：Ａ－①] 公共交通機関利用者の利便性向上（ＪＲと路面電車の乗換移動距離・時間） 

    ＪＲと路面電車の乗り換えについて各案の比較を行う（距離は１０ｍ単位で記載）。 

ア 現広場内において路面電車を高架とする場合の広場再整備案 イ 駅ビル敷地を活用して路面電車を高架とする場合の広場再整備案 

 

ウ 現広場内において路面電車を地下とする場合の広場再整備案 

 

１００ｍ、１．３分 ２２０ｍ、３．０分 

上下移動（１階層） 

自由通路（整備中） 

上下移動（２階層） 

自由通路（整備中） 

上下移動（２階層） 

（２） 各比較項目における検討結果 

Ａ－１ 公共交通機関利用者の利便性向上（ＪＲと路面電車の乗換移動距離） 

    ＪＲと路面電車との乗換えについて各案の比較を行う（距離は１０ｍ単位で記載）。 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

ＪＲ 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（２階） 

自由通路（整備中） 

２８０ｍ、３．５分 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（地下２階） 

ＪＲ 
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ア 現広場内において路面電車を高架とする場合の広場再整備案 イ 駅ビル敷地を活用して路面電車を高架とする場合の広場再整備案 ウ 現広場内において路面電車を地下とする場合の広場再整備案 

                                                      （５ 技術的に実現可能な候補案の比較評価）     

 

○ 各案の比較検討結果 

ア 現広場内において路面電車を高架とする場合の広場再整備案 

乗り換えは、自由通路（２階レベル）を通り、ペデストリアンデッキ（２階レベル）を経由し、バス停（１階レベル）へ移動する動線となる。 

イ 駅ビル敷地を活用して路面電車を高架とする場合の広場再整備案 

   乗り換えは、自由通路（２階レベル）を通り、ペデストリアンデッキ（２階レベル）を経由し、バス停（１階レベル）へ移動する動線となる。 

ウ 現広場内において路面電車を地下とする場合の広場再整備案 

乗り換えは、地下改札から地下通路（地下１階レベル）を経由し、バス停へ（１階レベル）移動する動線となる。 

 

 

[比較項目：Ａ－②] 公共交通機関利用者の利便性向上（ＪＲとバスの乗換移動距離・時間） 

    ＪＲとバスとの乗換えについて各案の比較を行う（１０ｍ単位で記載）。 

２１０ｍ、２．７分 ２１０ｍ、２．７分 

上下移動（２階層） 上下移動（２階層） 

バスバースエリア 

 

自由通路（整備中） 
自由通路（整備中） 

バスバースエリア 

 

自由通路（整備中） 

２４０ｍ、３．１分 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

ＪＲ 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（３階） 

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ（２階） 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（２階） 

ＪＲ 

 ＪＲ広島駅 
駅ビル 

自由通路（２階：整備中） 

地下改札 

駅前広場（１階） 

 

地下通路（地下１階） 

路面電車（地下２階） 

ＪＲ 

バスバースエリア 

 

上下移動（２階層） 


